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議
長
の
活
動
報
告

　

爽
や
か
な
初
夏
の
風
が
肌
に
快
く

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
早
い

も
の
で
議
長
に
就
任
し
て
一
年
が
経

過
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
村
民

の
皆
様
に
は
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

力
強
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
議
会
議
員
が
一
丸
と
な
り
村
民
の

た
め
頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
11
月
9
日
に
は
地
方
自
治
の

振
興
発
展
と
町
村
議
会
の
円
滑
な
運

営
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
全

国
の
町
村
議
会
議
長
の
連
合
組
織
が

創
立
さ
れ
て
、
60
周
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
8
月

に
は
長
年
続
い
た
政
権
が
民
主
党
、

国
民
新
党
、
社
会
民
主
党
の
3
党
に

よ
る
連
立
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
、
世
界
的
な
金
融
危
機
に
よ
り
、

私
達
の
生
活
は
深
刻
な
影
響
を
受
け
、

国
税
、
地
方
税
の
大
幅
な
減
収
は
相

良
村
の
経
済
に
も
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
国
の
経
済
対
策
と
し

て
相
良
村
に
も
、
臨
時
特
別
交
付
金

が
平
成
20
、
21
年
度
に
3
億
円
以

上
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
5
月

11
日
熊
日
新
聞
に
よ
る
21
年
度
末

で
国
の
借
金
８
８
２
兆
円
１
人
当
り

６
９
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

い
つ
ま
で
続
く
か
問
題
で
す
。

　

今
年
の
国
の
予
算
で
は
借
金
の
返

済
に
20
兆
円
、
返
済
し
て
も
元
金
は

ほ
と
ん
ど
減
り
ま
せ
ん
。

　

相
良
村
の
借
入
金
は
平
成
20
年
度

決
算
で
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
22
年
３
月
で
合
併
特
例
法
は

終
了
し
ま
し
た
。

　
「
平
成
の
大
合
併
」
に
よ
っ
て
、
大

幅
に
減
少
し
ま
し
た
町
村
数
、
議
員

定
数
の
比
較
を
表
し
て
み
ま
す
。

相
良
村
議
会
議
長　

小　

善　

満　

子　

表 5　地方債現在高状況（一般会計・特別会計）　　　　　（単位：千円）

区　分
平成19年度末
現在高

平成20年度
起債発行額

平成20年度
元金償還額

平成20年度末
差引現在高

一 般 会 計 3,877,195 190,200 452,129 3,615,266

簡易水道会計 1,020,73 0 64,562 956,191

農集排会計 2,419,124 0 46,930 2,372,194

合　計 7,317,072 190,200 563,621 6,943,651

　

こ
れ
以
上
国
の
国
債
発
行
が
増
え

な
い
よ
う
に
、
必
要
な
事
業
は
身
の

丈
の
予
算
で
す
る
時
代
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　

右
記
の
数
字
は
講
演
会
議
資
料
に

よ
る
も
の
で
す
。

年月 町数 村数 合計 議員数

全　

国

平成 11 年 4 月 1,990 568 2,558 41,461

平成 21 年 4 月 802 192 994 13,403

減少数　1 , 5 6 4 町村　　2 8 , 0 5 8 議員

熊
本
県

平成 11 年 4 月 62 21 83 1,240

平成 21 年 4 月 25 8 33 464

減少数　5 0 町村　　7 7 6 議員
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　次に、球磨郡町村議会議長会は、宮崎県における口蹄疫の発生に関する要望書を平成
22年 5月 21日熊本県知事および熊本県議会議長に提出して参りました。
　

宮崎県における口蹄疫の発生に関する要望書

　宮崎県で発生した口蹄疫に関しましては、懸命な防疫対策にもかかわらず、急速に感
染拡大が進んでおります。特に、えびの市に隣接する人吉・球磨地域では一部が移動・
搬出制限区域に指定され、畜産農家の不安はもとより家畜市場の延期など今後とも地域
経済に大きな影響が予想されます。
　既に熊本県におかれましては、知事を本部長とする対策本部が設置され市町村や関係
団体とともに防疫本部の強化などに努めておられますが、今後の感染拡大を食い止める
とともに農家不安の解消のため、以下の対策を講じられますよう要望します。
　
　１．防疫体制まん延防止対策の早急な強化
　２．�移動・搬出制限区域内外問わず、家畜市場の延期により出荷できないなどによっ

て影響を受ける全ての農家の経営安定のための金融支援対策
　３．家畜セリ市が開催できないことから、餌代がかさむ一方であるので飼料代の助成
　４．市町村が行う消毒等防疫対策に対する県の支援・協力
　５．風評被害防止のため県民に対する肉・牛乳等の安全性のＰＲ、消費拡大運動の展開

平成２２年５月２１日

　　　　　　　　　　　　球磨郡町村議会議長会長　　杉　野　二　男

　　　　　　　　　　　　　　錦 町 議 会 議 長　　尾　方　幸　治
　　　　　　　　　　　　　　あさぎり町議会議長　　橋　爪　和　彦
　　　　　　　　　　　　　　多良木町議会議長　　中　村　正　徳
　　　　　　　　　　　　　　湯 前 町 議 会 議 長　　山　下　　　力
　　　　　　　　　　　　　　水 上 村 議 会 議 長　　杉　野　二　男
　　　　　　　　　　　　　　相 良 村 議 会 議 長　　小　善　満　子
　　　　　　　　　　　　　　五 木 村 議 会 議 長　　田　山　淳　士
　　　　　　　　　　　　　　山 江 村 議 会 議 長　　田　村　四　郎
　　　　　　　　　　　　　　球 磨 村 議 会 議 長　　柳　詰　正　治
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議案第２０号　�相良村一般職の職員の給与に関
する条例の一部を改正する条例
の制定について　��【原案可決】

議案第２１号　�相良村一般職の職員の旅費に関
する条例の一部を改正する条例
の制定について　��【原案可決】

議案第２２号　�相良村廃棄物の処理及び清掃に
関する条例の一部を改正する条
例の制定について�【原案可決】

同意第２号　　�相良村教育委員会委員の任命に
ついて　　　　　��【原案可決】

同意第３号　　�相良村教育委員会委員の任命に
ついて　　　　　��【原案否決】

発議第３号　　�相良村上四浦地区振興計画に関
する意見書の採択について

【原案可決】
発議第４号　　�相良村議会広報発行特別委員会

の設置について　��【原案可決】
発議第５号　　�国営川辺川総合土地改良事業の

促進に関する意見書の採択につ
いて　　　　　　��【原案可決】

陳情第１号　　�選択的夫婦別姓制度法制化に反
対する意見書　　��【原案可決】

平成22年度第4回臨時会（平成22年3月30日）
　平成22年度予算一般会計予算の再議請求につ
いて

　川辺川総合土地改良組合負担金　7,689
千円を再度上程されましたが、先の議決のとお
り決定。

議案第１１号　�平成 22 年度相良村一般会計予算
の再議請求について

【先の議決のとおり決定】
議案第２３号　�平成 21 年度相良村一般会計補正

予算（第 12 号）　　�【原案可決】

平成22年度第5回臨時会（平成22年5月10日）
工事請負契約の締結について
　平成 21 年度相良村地域情報通信基盤整備工事

61,740 万について提出されましたが、執行部の
説明不足として否決されました。
　相良村工事請負に関する調査特別委員会の中
間報告があり、これに伴う発議で、德田村長の
出頭又は記録提出拒否に対する告発について
を可決しました。

報告第１号　　�平成 22 年度相良村一般会計補正
予算（第１号）の執行について

承認第１号　　�専決処分の承認を求めることに
ついて

　　　　　　　�専決第１号（平成 21 年度相良村
国民健康保険特別会計補正予算
（第 4号）　　　　　��【原案承認】

承認第２号　　�専決処分の承認を求めることに
ついて

　　　　　　　�専決第２号（相良村税条例の一
部を改正する条例の一部を改正
する条例の制定について

【原案承認】
承認第３号　　�専決処分の承認を求めることに

ついて
　　　　　　　�専決第３号（相良村国民健康保

険税条例の一部を改正する条例
の制定について　　��【原案承認】

承認第４号　　�専決処分の承認を求めることに
ついて

　　　　　　　�専決第４号（平成 22 年度相良村
一般会計補正予算（第２号）

【原案承認】
議案第２４号　�工事請負契約の締結について

【原案否決】
相良村議会工事請負に関する調査（100 条）特別
委員会中間報告
発議第６号　　�出頭又は記録の提出拒否に対す

る告発について　　��【原案可決】
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こんな事が決まりました
平成22年第2回臨時会（平成22年2月18〜19日）
　議員発議で地方自治法第100条第 1項の規定に
よる相良村工事請負に関する調査特別委員会設
置。

発議第１号　�相良村德田村長の不信任決議案に
ついて　　　　　　��【原案否決】

緊 急 動 議　�相良村工事請負関係調査に関する
決議案（百条委員会）【原案可決】

発議第２号　�相良村議会政務調査費の交付に関
する条例の制定について

【原案否決】
議案第２号　�平成21年度相良村一般会計補正予

算（第10号）　　　��【修正可決】

平成22年第3回定例会（平成22年3月11〜19日）
　平成 22 年度一般会計予算額、歳入歳出それぞ
れ 29 億 9579 万 3 千円、歳出の主なものは児童
措置費で、新政府の政策として中学校終了まで
の児童を対象に、１人につき月額１万３千円
を支給することとされます。子ども手当て創設
に伴います子ども手当費9061万円などが上
程されました。
　また、議員提出の動議で以下の予算が修正、
削除され可決しました。
　①�農林水産業費から川辺川総合土地改良組合
負担金　7,689 千円

　②�一般管理費から損害賠償請求事件に伴う裁
判費用　1,345 千円

　③�一般管理費から給与支払い請求に伴う裁判
費用　1,202 千円

※�相良村議会広報発行特別委員会の設置につ
いて、全員賛成で可決されました。

議案第３号　　�平成 21 年度相良村一般会計補正
予算（第 11 号）　　　【修正可決】

議案第４号　　�平成21年度相良村国民健康保険
特別会計補正予算（第3号）

【原案可決】

議案第５号　　�平成21年度相良村老人保健特別
会計補正予算（第2号）

【原案可決】
議案第６号　　�平成21年度相良村簡易水道特別

会計補正予算（第2号）
【原案可決】

議案第７号　　�平成21年度相良村農業集落排水
特別会計補正予算（第3号）

【原案可決】
議案第８号　　�平成21年度相良村森林総合研究

所分収造林特別会計補正予算
（第1号）　　　　【原案可決】

議案第９号　　�平成21年度相良村介護保険特別
会計補正予算（第4号）

【原案可決】
議案第１０号　�平成21年度相良村後期高齢者医

療特別会計補正予算（第2号）
【原案可決】

議案第１１号　�平成22年度相良村一般会計予算
【修正可決】

議案第１２号　�平成22年度相良村国民健康保険
特別会計予算　　��【原案可決】

議案第１３号　�平成22年度相良村老人保健特別
会計予算　　　　��【原案可決】

議案第１４号　�平成22年度相良村簡易水道特別
会計予算　　　　��【原案可決】

議案第１５号　�平成22年度相良村農業集落排水
特別会計予算　　��【原案可決】

議案第１６号　�平成22年度相良村森林総合研究
所分収造林特別会計予算

【原案可決】
議案第１７号　�平成22年度相良村介護保険特別

会計予算　　　　��【原案可決】
議案第１８号　�平成22年度相良村後期高齢者医

療特別会計予算　��【原案可決】
議案第１９号　�相良村営住宅条例の一部を改正

する条例の制定について
【原案可決】
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産業福祉常任委員会村内要望箇所等視察
研修報告
１．日時　平成 22 年 4 月 12 日（月）
　　　　　午前 10 時〜午後 3時 30 分
２．視察場所
　①十島上原地区農道の補修要望
　②柳瀬中洲地区農道舗装要望
　③並木野公民館前村道排水路蓋
　④新並木村道舗装
　⑤実地区排水路
　⑥川辺高尾野地区村道永江、棚葉瀬線舗装
　⑦初神農道舗装（初神永井区長同行）
　⑧初神集落上砂防ダム排水路の整備
　⑨県道人吉相良線舗装の崩壊による補修。

　村内数ヶ所を視察し、各区長さんから説明
を受けました。委員会としては、村及び県振
興局土木部に要望書を提出することを検討し
ています。
　

　産業福祉常任委員長　中村　重道

第１回　ダム・利水対策特別委員会
平成 22 年 2 月 24 日（水）午前 10 時 00 分

１．川辺川利水事業について

　德田村長より利水事業のこれからの方針に
ついての説明
　５市町村から、相良の方針を出して欲しい、
相良村としては農水省案で、柳瀬西溝掛・飛
行場用水路掛をはずしても、他の地区の水を
待つ農家に届けたい。農家の為の事業だから
国営事業を面積 1053 ヘクタールで進める方
針と説明。
　
２．上四浦地区振興について
　問題点—藤野橋・集落連絡道・橋・65 世帯
の移転の事実・初神地区の下水
　地元の声を聞く事で議会として行動する。
３．その他
　治水は新村から下流に 100 ヘクタール近い
水田を築堤になった事実がある。

第２回　ダム・利水対策特別委員会
平成 22 年 3 月 4 日（木）14 時 00 分

１�．役場〜上四浦（ダム予定地点）
　　川辺川流域災害危険箇所を現地視察した
　�　議決事項はダム湖予定地の問題、国土交
通省へ国有地の払い下げ、橋の撤去は如何
なっているのか、また利用するには、野原・
椎葉線の復活は、村道野原・深水道拡幅改
良・山口線・中の原線改修・合併浄化槽の
問題、地域集落整備事業新規代変え橋（藤
野橋）などの地元の方の意見がありました。

相良村上四浦地区振興計画に関する意見書
　３月定例議会にて全議員賛成で可決成立
し、国土交通大臣・熊本県知事に届けること
になりました。

川辺川ダム利水対策特別委員長　茂吉　隆典

常任委員会・特別委員会報告

（視察風景）
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１　これまでの当委員会の調査および審議の経過
　平成 22 年 2 月 18 日、地方自治法第 100 条に権限を有する相良村議会工事請負に関する調査特
別委員会が設置され、これまで 7回、開催しました。
　まず第 1回から第 6回の委員会で、「工事請負」に関する書類の調査および関係者に対する証
人尋問を行いました。これにより、関係職員および関係業者から貴重な証拠書類の提出を受ける
とともに、重大な証言が採取できました。そこで第 7回の委員会では、村長である德田正臣氏を
証人として呼ぶ手続きを取りました。
　ところが委員会の開催当日、同氏は相良村役場に在庁しておりながら、正当な理由もなく同委
員会への出頭を拒否しました。さらに関係書類の提出についても、正当な理由もなく提出を拒否
しております。したがって当委員会としましては、第 7回委員会での審議を経た上で、德田正臣
相良村長の行為が、地方自治法第 100 条第 9項によりの「出頭拒否」および「関係書類の提出拒否」
に該当するものと認め、熊本地方検察庁に告発することを、決定しました。

２　今後の重点調査の対象事案
　平成 22 年 2 月 22 日の第 1回委員会から 3月 25 日の第 6回委員会まで、計 6回の調査および
審議の結果、以下の 7項目の事案について、今後、重点調査の対象とします。
　①平成 20 年度高原地区排水路整備工事（平成 20 年 11 月 10 日入札）
　　＊相良村契約規則に違反する 4社入札を実施した問題
　②平成 20 年度村道平原十島線道路改良工事（平成 20 年 10 月 20 日入札）
　　＊慣例である 70％の最低制限価格率を、入札途中に 78％に変更した問題
　③平成 21 年度公営住宅永谷団地建設工事（平成 21 年 7 月 3 日入札）
　　＊同日入札の 5、6、7工区の不自然な「不落随契」について
　④「技建日本」に対する、德田村長の指名外しについて
　⑤「指名審査会の形骸化」：德田村長による指名業者候補推薦書の大幅入替
　⑥德田村長の、予定価格調書への記入方法および封筒の管理方法について
　⑦德田村長の、最低制限価格の算定方法および決定手続きについて
　⑧「4社入札」、「不当な最低制限価格変更」問題以降の落札率の変動について
　⑨德田村長の議会での虚偽答弁について

　以上、相良村議会工事請負に関する調査特別委員会の中間報告といたします。

委員長　茂吉　隆典

相良村工事請負関係の調査に関する
特別委員会の中間報告

平成 22年 5月 10 日　第 4回臨時会において次のとおり委員長報告がありました。
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一
般
質
問

横
山　

良
継 

議
員　

茶
業
農
家
の
経
営
が
非
常
に
厳
し
い
状
況

茶
の
先
進
地
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る

Ｑ
Ａ

　

横
山
議
員
＝
茶
業
農
家
の
経
営

が
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
は
。
ど

の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
お
ら
れ
る

の
か
。

　

産
振
課
長
＝
金
融
危
機
、
経
済

危
機
の
影
響
を
受
け
農
業
者
の
経

営
は
厳
し
い
状
況
に
も
あ
り
ま

す
。
更
に
、
生
産
資
材
や
油
の
高

騰
に
よ
り
経
費
の
支
出
が
増
加
し

て
お
り
、
茶
業
に
お
き
ま
し
て
は

近
年
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
緑
茶
の
普

及
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
景

気
低
迷
の
影
響
を
受
け
緑
茶
の
消

費
低
迷
が
続
い
て
茶
単
価
は
五
年

連
続
で
下
落
し
て
お
り
ま
す
。
本

村
で
は
、
廃
業
さ
れ
た
農
家
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
努
力
さ
れ
て
い

る
茶
農
家
も
あ
っ
て
、
品
評
会
で

優
秀
賞
な
ど
受
賞
さ
れ
て
状
況
に

あ
り
茶
の
先
進
地
と
し
て
頑
張
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

横
山
議
員
＝
本
村
の
年
間
所
得

が
１
４
５
万
円
。
県
下
48
市
町
村

で
47
位
で
す
。
茶
業
支
援
を
実
施

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
、

茶
家
の
皆
さ
ん
要
望
は
大
方
意
見

は
同
じ
で
す
。
負
債
を
支
払
い
し

な
い
と
は
言
わ
ん
。
支
払
い
を
猶

予
、
延
長
の
方
策
は
な
い
か
支
援

し
て
ほ
し
い
と
言
う
事
で
す
よ
。

　

村
長
＝
村
が
ど
う
係
わ
る
か

色
々
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
は
執

行
部
だ
け
で
な
く
議
会
の
皆
さ
ん

の
力
を
お
預
か
り
し
な
が
ら
、
難

局
を
乗
り
越
え
て
行
か
な
い
と
所

得
向
上
に
は
結
び
つ
か
な
い
の
で

は
知
恵
を
出
し
合
い
頑
張
り
た
い
。

　

横
山
議
員
＝
電
算
経
費
に
つ
い

て
。

　

横
山
議
員
＝
村
有
地
の
登
記
に

つ
い
て
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を

お
聞
き
し
た
い
（
役
場
跡
地
平
原

筆
界
未
定
地
）

　

総
務
課
長
＝
昨
年
六
月
定
例
議

会
で
の
質
問
で
す
が
、
相
手
方
が

多
数
と
な
り
少
々
時
間
を
要
し

ま
す
。
平
原
沖
原
の
筆
界
未
定
地

に
つ
い
て
は
登
記
予
算
を
い
た
だ

き
、
県
の
公
共
嘱
託
土
地
家
屋
調

査
士
会
に
委
託
（
業
務
委
託
）
し

て
相
続
人
の
調
査
を
終
え
た
所
で

あ
り
ま
す
。

　

横
山
議
員
＝
こ
の
件
は
人
吉
地

区
は
ち
ゃ
ん
と
整
理
が
出
来
て
い

る
。
相
良
村
も
簡
単
に
出
来
ま
す

よ
。
と
言
う
や
り
取
り
も
あ
り
ま

し
た
。
早
急
な
る
整
備
を
求
め
て

お
き
ま
す
。

　

横
山
議
員
＝
元
の
村
道
（
蓑
毛

地
区
）
の
現
状
に
合
っ
た
登
記
が

な
さ
れ
て
い
る
か
問
う
。

　

横
山
議
員
＝
茶
湯
里
の
排
水
に

つ
い
て
問
う
。

　

産
振
課
長
＝
浄
化
槽
の
点
検
水

質
検
査
、
県
の
抜
き
打
ち
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
川
辺
川
へ
放
流

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
指
摘

の
部
分
に
は
滞
留
し
て
い
る
部
分

を
除
去
し
て
滞
留
す
る
こ
と
な
く

除
去
を
致
し
ま
す
と
問
題
は
な
い

と
考
え
ま
す
。

　

横
山
議
員
＝
下
流
に
は
「
清
流

川
辺
川
十
島
米
」
な
る
も
の
を
販

売
中
で
す
。
地
区
か
ら
要
望
書
も

提
出
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
が
、

村
長
の
答
弁
を
。

　

村
長
＝
茶
湯
里
の
排
水
が
原
因

で
シ
ジ
ミ
の
全
滅
は
検
証
し
て
み

な
い
と
、
因
果
関
係
を
断
言
出
来

ま
せ
ん
。
相
良
村
土
地
改
良
区
の

物
件
で
す
。
破
損
個
所
の
修
理
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
解
消
出
来
る

の
で
は
。
今
後
検
証
を
積
ま
ね
ば

い
け
な
い
。

　

横
山
議
員
＝
今
後
十
島
米
が
清

流
川
辺
川
米
と
し
て
継
続
し
ま
す

よ
う
に
、
問
題
提
起
を
し
て
お
き

ま
す
。

　

横
山
議
員
＝
農
業
集
落
排
水
事

業
に
つ
い
て
、
こ
の
事
業
（
特
別

会
計
）
に
一
般
会
計
か
ら
膨
大
な

金
額
が
繰
り
入
れ
ら
れ
る
が
、
こ

の
異
様
な
状
況
を
村
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

　

村
長
＝
財
政
難
の
中
、
他
の
事

業
に
も
支
障
を
生
じ
か
ね
な
い
の

で
、
こ
の
事
業
が
成
り
立
つ
た
め

に
は
利
用
料
金
の
値
上
げ
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

横
山
議
員
＝
利
用
料
金
の
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

横
山
議
員
＝
北
小
の
補
助
教
諭

は
村
費
賄
い
で
す
が
、
業
務
仕
事

内
容
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

教
育
長
＝
そ
の
教
諭
の
業
務
仕

事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
複
式
学
級

の
補
助
配
置
と
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

横
山
議
員
＝
そ
の
よ
う
な
業
務

を
臨
時
教
諭
で
や
れ
る
の
で
す

か
。
答
弁
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
に
電
算
経
費
に
つ
い

て
、
元
の
村
道
（
蓑
毛
地
区
）
の

現
状
に
合
っ
た
登
記
が
な
さ
れ
て

い
る
か
の
質
問
を
し
ま
し
た
が
、

紙
面
の
関
係
で
詳
細
に
つ
い
て
は

掲
載
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
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中
村　

重
道 

議
員　

相
良
中
学
校
運
動
場
整
備
に
つ
い
て

施
設
の
充
実
は
図
っ
て
い
き
た
い

Ｑ
Ａ

　

中
村
議
員
＝
相
良
中
学
校
運
動
場

整
備
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

私
が
通
告
書
を
提
出
し
て
か
ら
学

校
現
場
に
出
向
き
、
校
長
先
生
の
話

を
お
聞
き
に
な
ら
れ
た
か
、
グ
ラ
ン

ド
状
況
を
見
ら
れ
た
か
、
ま
た
ク
ラ

ブ
活
動
の
数
な
ど
を
調
べ
て
も
ら
い

ま
し
た
か
。
最
初
に
お
尋
ね
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

教
育
長
＝
現
地
の
方
を
確
認
い
た

し
ま
し
た
。
雨
の
日
も
１
回
、
晴
れ

た
時
に
も
行
っ
て
い
ま
す
。
雨
の
時

に
は
、
排
水
良
好
な
状
態
で
ご
ざ
い

ま
す
。
場
所
に
よ
っ
て
小
石
が
浮
い

て
出
て
き
て
い
る
よ
う
な
現
場
で

す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

中
村
議
員
＝
排
水
の
問
題
で
な
く

小
石
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
、

大
型
改
修
で
は
な
く
、
約
10
㎝
程
の

土
を
入
れ
て
も
ら
っ
て
、
安
上
が
り

と
い
え
ば
こ
れ
大
変
な
こ
と
で
す
が
、

経
費
削
減
で
で
す
ね
。
や
は
り
ク
ラ

ブ
活
動
も
で
す
が
、
体
力
向
上
に
結

び
つ
く
と
思
い
ま
す
。
先
生
の
話
を

聞
き
ま
す
と
、
小
石
が
出
て
き
て
、

滑
り
込
ん
だ
時
な
ど
怪
我
の
心
配
を

し
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
検

討
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
村
議
員
＝
村
長
に
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。
今
ま
で
の
話
の
と
お
り
、

村
長
も
何
年
か
前
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

も
な
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
の
体
力

向
上
や
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
学

力
に
も
結
び
つ
く
と
よ
く
話
さ
れ
、

私
も
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
大

掛
か
り
な
改
修
で
は
な
く
、
出
来
る

だ
け
経
費
を
節
減
し
て
も
ら
い
、
10

㎝
程
の
土
を
入
れ
る
等
の
整
備
を
す

る
考
え
は
な
い
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

村
長
＝
基
本
的
に
学
校
施
設
関
係

は
、
教
育
委
員
会
の
所
管
事
項
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
や
は
り
施
設
の
充
実

は
図
っ
て
い
き
た
い
。
子
ど
も
た
ち

が
安
心
安
全
な
教
育
環
境
、
充
実
し

た
教
育
環
境
に
あ
る
こ
と
、
整
備
す

る
こ
と
は
村
長
と
し
て
心
が
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

中
村
議
員
＝
そ
う
い
う
こ
と
で
、

前
向
き
に
ご
検
討
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

中
村
議
員
＝
村
の
振
興
策
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。
上
四
浦
地
区
の

振
興
に
関
す
る
要
望
は
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
と
、
逆
に
議
会
の
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
新
聞
報
道
な
さ

れ
ま
し
た
。
村
長
か
ら
議
会
に
１
回

も
相
談
も
無
い
、
何
故
、
相
談
し
て

い
な
い
の
に
そ
う
い
う
発
言
を
な
さ

れ
て
い
ま
す
か
。
全
く
議
会
無
視
で

す
よ
。
私
も
６
月
議
会
で
も
そ
ん
な

関
係
の
質
問
を
し
て
お
り
ま
す
。
議

会
と
執
行
部
は
村
の
経
営
と
い
う
こ

と
で
、
両
輪
で
す
。

　

前
回
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
基

本
的
に
村
長
に
分
か
っ
て
い
な
い
の

が
残
念
で
ご
ざ
い
ま
す
。
村
民
が
一

番
被
害
を
こ
う
む
る
わ
け
で
す
。
区

長
さ
ん
や
班
長
さ
ん
た
ち
が
待
っ
て

お
ら
れ
ま
し
て
色
ん
な
意
見
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

　

村
長
は
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
と

報
道
機
関
に
話
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
場
に
行
っ
て
話
を
聞
き
ま
す

と
、
村
長
は
説
明
に
来
な
い
、
振
興

は
五
木
村
と
一
緒
に
す
べ
き
、
ダ
ム

に
代
わ
る
振
興
策
で
橋
や
生
活
道
路

の
整
備
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

村
長
は
報
道
機
関
に
話
を
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
振
興
策
を

村
民
と
お
約
束
、
会
話
さ
れ
た
か
お

尋
ね
し
ま
す
。

　

村
長
＝
私
が
村
長
に
な
り
ま
し
て

か
ら
、
二
度
、
三
度
で
す
か
ね
、
上

四
浦
の
集
会
、
地
元
の
方
に
呼
ば
れ

た
り
し
な
が
ら
、
集
会
で
色
ん
な
意

見
を
公
開
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て

県
や
国
へ
も
要
望
書
を
持
っ
て
い
っ

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、

こ
こ
し
ば
ら
く
は
で
す
ね
、
要
望
活

動
と
し
て
は
表
に
見
え
る
形
で
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

先
日
も
与
党
の
国
会
議
員
の
方
と

上
四
浦
地
域
振
興
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私

が
上
四
浦
の
方
と
何
回
か
意
見
交
換

を
し
た
場
面
で
言
わ
れ
ま
し
た
の

は
、
私
が
県
や
国
に
出
し
た
要
望
書

も
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
残
存

地
域
が
川
辺
川
を
は
さ
ん
で
東
西
両

側
に
分
か
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
が
分
断
さ
れ
て
き
た
と
い
う

状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
を
解

消
す
べ
く
橋
を
架
け
て
欲
し
い
と

い
う
意
見
が
一
番
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
地
区
の
方
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
と
り
ま
と
め
て
再
度
要
望

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
12

月
前
ご
ろ
に
要
望
活
動
に
参
り
ま

す
の
で
、
執
行
部
の
ほ
う
で
要
望

活
動
す
る
中
で
、
議
会
の
皆
様
に

お
声
か
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
一

緒
に
東
京
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
議
会
に

相
談
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た

け
れ
ど
も
、
ま
だ
確
か
に
議
会
の

皆
様
に
対
し
て
具
体
的
な
協
議
の

場
は
持
っ
て
い
な
い
こ
と
は
事
実

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

中
村
議
員
＝
私
は
21
年
６
月
初

議
会
で
質
問
し
て
い
ま
し
た
が
、

22
年
12
月
に
要
望
活
動
を
す
る
予

定
、
村
長
は
生
ぬ
る
い
で
す
よ
。

五
木
村
は
振
興
策
で
予
算
も
と
っ

て
あ
り
ま
す
し
、
国
も
ダ
ム
中
止

で
、
全
国
の
モ
デ
ル
事
業
に
よ
る

振
興
策
を
と
る
様
な
話
ま
で
持
ち

上
が
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的
に
執
行
部
と
議

会
と
一
緒
に
県
や
国
交
省
な
ど
に

要
望
活
動
を
早
急
に
や
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。
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高
岡　

重
盛 

議
員　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
旧
北
中
）
は

施
設
の
休
止
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

Ｑ
Ａ

　

高
岡
議
員
＝
公
共
施
設
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
旧
相
良
北
小
学
校

の
管
理
な
ど
今
後
の
取
り
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

村
長
＝
旧
北
小
学
校
の
体
育
館

に
つ
い
て
は
解
体
す
る
と
か
な
り

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
現

状
で
は
耐
震
構
造
で
な
い
の
で
使

え
な
く
な
る
の
で
四
浦
、
田
代
、

初
神
な
ど
地
区
の
住
民
意
見
を
聞

き
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

高
岡
議
員
＝
相
良
北
中
学
校
校

舎
の
管
理
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

今
後
は
ど
の
よ
う
に
利
用
を
考
え

て
い
ま
す
か
。

　

村
長
＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と

し
て
地
域
の
皆
さ
ま
が
利
活
用
さ

れ
て
い
る
の
で
地
元
の
皆
様
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

高
岡
議
員
＝
平
成
22
年
度
か
ら

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
休
館
す
る

と
聞
く
が
事
実
な
の
で
す
か
。

　

村
長
＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を

休
止
す
る
と
の
べ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
地
元
の
方
の
活
動
を
阻

害
す
る
よ
う
な
施
設
の
休
止
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

※
山
林
巡
視
員
に
つ
い
て

　

高
岡
議
員
＝
山
林
巡
視
員
の
役

割
と
人
数
と
、
ま
た
巡
視
員
の
廃

止
後
、
村
有
林
巡
視
業
務
委
託
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
決

め
ら
れ
た
の
で
す
か
。

　

村
長
＝
山
林
巡
視
員
は
直
営
林

５
５
０
ha
、
分
収
林
２
５
０
ha

合
わ
せ
て
８
０
０
ha
を
月
２
回
巡

視
、
山
林
の
管
理
と
災
害
防
止
の

事
前
把
握
を
行
っ
て
も
ら
い
４
〜

５
人
で
巡
視
を
し
て
も
ら
っ
て
い

て
来
年
度
か
ら
は
高
齢
化
に
伴
い

別
組
織
に
委
託
す
る
と
決
定
を
し

ま
し
た
。

　

高
岡
議
員
＝
森
林
組
合
に
委
託

を
さ
れ
る
と
聞
き
ま
す
が
請
負
業

者
に
村
有
林
の
巡
視
委
託
を
し

て
も
良
い
も
の
か
ま
た
、
巡
視
の

業
務
と
作
業
道
の
請
負
業
者
と
が

同
じ
委
託
業
務
を
行
う
こ
と
は
慎

重
に
行
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

村
長
＝
高
齢
化
で
後
任
が
な
か

な
か
い
な
い
中
、
請
負
業
者
と
委

託
業
者
が
同
じ
と
い
う
の
は
ど
う

か
と
は
思
い
ま
す
が
、
山
に
精
通

し
て
い
る
方
が
巡
視
効
果
、
目
的

を
達
成
で
き
る
と
判
断
し
決
定
を

し
ま
し
た
。

生涯学習センター

　

高
岡
議
員
＝
森
林
組
合
に
委
託

さ
れ
る
の
な
ら
ば
、
村
長
の
権
限

で
服
務
規
程
等
を
規
定
し
て
業
務

に
あ
た
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
要
望

し
ま
す
。
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黒
木　

正
照 

議
員　

ヒ
ロ
シ
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
検
討
委
員
会

に
参
加
と
の
報
道
は
事
実
か

相
良
村
村
長
と
の
立
場
で
の

委
員
に
就
任

Ｑ

Ａ

　

黒
木
議
員
＝
現
在
世
間
で
は
、
議

会
と
村
長
と
の
確
執
に
つ
い
て
、

色
々
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
村
長
は
、
議
会
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
考
え
か
伺
い
ま
す
。

　

村
長
＝
確
執
は
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

黒
木
議
員
＝
22
年
１
月
31
日
の
毎

日
新
聞
の
発
言
に
つ
い
て
、
村
に
は

現
在
、
副
村
長
が
い
ま
せ
ん
し
、
教

育
長
人
事
案
件
も
否
決
さ
れ
た
ま
ま

で
す
と
発
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

こ
う
い
う
発
言
に
な
る
の
か
。

　

村
長
＝
副
村
長
が
現
在
、
こ
の
報

道
の
時
点
で
、副
村
長
は
い
ま
せ
ん
。

教
育
長
人
事
に
つ
い
て
も
、
こ
の
段

階
で
は
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
教
育
長
人
事
に
つ
な
が
る
教
育

委
員
の
選
任
同
意
が
出
来
て
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

黒
木
議
員
＝
一
般
の
方
は
こ
れ
を

読
ま
れ
た
ら
、
議
会
が
教
育
長
人
事

案
件
を
否
決
し
た
と
思
い
ま
す
。
議

会
を
世
間
に
対
し
て
悪
い
印
象
を
与

え
よ
う
と
の
意
図
に
し
か
私
に
は
見

え
な
い
ん
で
す
。
な
ぜ
教
育
委
員
の

人
事
案
件
に
な
ら
な
い
ん
で
す
か
。

教
育
長
人
事
案
件
に
な
る
の
で
す

か
。
私
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

　

黒
木
議
員
＝
12
月
26
日
の
人
吉
新

聞
の
発
言
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
同

意
案
件
の
不
同
意
の
採
決
に
つ
い
て
、

教
育
現
場
に
政
治
的
な
考
え
を
入
れ

る
の
は
ど
う
か
と
の
発
言
に
つ
い
て
。

　

村
長
＝
教
育
行
政
の
中
に
は
、
政

治
的
な
考
え
を
入
れ
て
は
い
け
な
い

と
い
う
原
則
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

黒
木
議
員
＝
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
議
員
の
方
が
各
議
案
、
各
案
件
に

対
し
て
精
一
杯
熟
慮
し
て
判
断
し

て
い
る
の
を
分
か
っ
て
お
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
今
回
に
し
て
も
、
会

期
当
日
の
提
案
で
そ
の
日
に
採
決
す

る
、
ど
の
よ
う
な
人
柄
な
の
か
、
調

べ
る
時
間
も
与
え
な
い
、
人
事
案
件

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の

か
、全
く
私
に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
、
同
意
を
求

め
ら
れ
た
方
に
と
っ
て
、
と
っ
て
も

不
幸
な
や
り
方
だ
と
、
こ
こ
に
断
言

し
て
お
き
ま
す
。

　

黒
木
議
員
＝
ヒ
ロ
シ
マ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
検
討
委
員
会
に
参
加
と
の
新

聞
報
道
は
事
実
で
す
か
。
ま
た
、
今

後
検
討
委
員
会
の
活
動
は
、
ど
の
よ

う
な
計
画
で
お
ら
れ
ま
す
か
。

　

村
長
＝
ヒ
ロ
シ
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

招
致
検
討
委
員
会
へ
の
村
の
参
加
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
私
が
委
員
と
し

て
参
加
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

黒
木
議
員
＝
村
と
し
て
参
加
し
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
か
。

　

村
長
＝
相
良
村
の
加
入
と
い
う
こ

と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
相
良
村
村

長
と
い
う
立
場
で
の
委
員
に
就
任
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

黒
木
議
員
＝
私
ち
ょ
っ
と
腑
に
落

ち
な
い
ん
で
す
が
、
経
費
、
ど
う
い

う
ふ
う
な
支
出
を
さ
れ
た
の
か
。

　

村
長
＝
公
費
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

黒
木
議
員
＝
会
計
管
理
者
、
公
費

で
行
か
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を

決
裁
、
支
出
さ
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

　

会
計
管
理
者
＝
今
回
の
、
村
長
の

旅
費
の
支
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
出

張
伺
い
命
令
及
び
支
出
命
令
が
、
決

裁
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
確

認
の
う
え
、
支
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

黒
木
議
員
＝
予
算
も
な
く
村
長
が

行
か
れ
、
検
討
委
員
に
も
加
入
さ
れ

て
お
り
、
議
会
に
諮
っ
て
予
算
を
立

て
て
い
く
べ
き
案
件
だ
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
人
事
案
件
な
ど
、
今
回

も
含
め
な
ぜ
も
っ
と
早
く
議
会
に
提

案
で
き
な
い
の
か
、
残
念
に
思
い
ま

す
。
ま
た
村
長
は
議
案
案
件
を
円
滑

に
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
全
く
私
に

は
見
え
ま
せ
ん
。

　

私
が
議
員
に
な
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
、
前
回
の
議
会
ま
で
に
、
議
会
が

否
決
し
た
案
件
、
議
案
は
６
件
だ
と

記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
ま
し
て
４
件

は
人
事
案
件
で
２
件
は
否
決
さ
れ

た
方
が
す
ぐ
に
出
さ
れ
る
異
常
な

も
の
で
す
。
１
件
は
地
域
情
報
通

信
基
盤
整
備
事
業
の
設
計
委
託
費

で
、
無
条
件
に
１
世
帯
か
ら
１
，

５
０
０
円
を
徴
収
す
る
と
い
う
デ

タ
ラ
メ
極
ま
り
な
い
提
案
で
、
後

に
修
正
可
決
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

最
後
の
１
件
は
、
給
与
支
払
い
請

求
の
裁
判
費
用
で
、
前
回
負
け
て

刑
を
確
定
さ
せ
た
当
事
者
は
、
村

長
、
あ
な
た
な
ん
で
す
。
判
決
文

を
見
れ
ば
、
全
く
同
じ
裁
判
内
容

で
前
回
控
訴
せ
ず
に
、
負
け
を
認

め
た
裁
判
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
村

民
の
方
の
血
税
を
使
っ
て
ま
で
裁

判
を
さ
れ
る
の
で
す
か
。
し
な

く
て
済
む
裁
判
費
用
は
、
今
回
提

案
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
め
て
、

４
７
０
万
２
千
円
に
な
り
ま
す
。

最
高
裁
ま
で
い
け
ば
、
い
く
ら
か

か
る
で
し
ょ
う
か
。
よ
っ
て
、
今

ま
で
に
３
件
し
か
否
決
さ
れ
て
お

ら
ず
、
村
民
の
方
々
が
こ
ん
な
に

不
安
さ
れ
て
い
る
、
最
も
大
き
な

要
因
は
、
毎
回
毎
回
の
村
長
の
議

会
批
判
が
問
題
で
あ
り
、
私
た
ち

相
良
村
議
会
は
追
認
機
関
で
な
い

こ
と
を
こ
こ
に
申
し
上
げ
て
質
問

を
お
わ
り
ま
す
。
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茂
吉　

隆
典 

議
員　

介
護
保
険
に
一
般
財
源
使
用
を

三
原
則
が
あ
り
法
定
割
合
を
超

え
て
の
繰
り
入
れ
を
し
な
い

Ｑ
Ａ

　

茂
吉
議
員
＝
介
護
保
険
の
個
人

負
担
に
つ
い
て
総
務
省
が
、
指
導

し
て
い
る
事
は
現
に
使
っ
て
い
る

か
ら
指
導
し
て
い
る
。

　

村
長
＝
負
担
に
つ
い
て
の
三
原

則
が
あ
り
法
定
割
合
を
超
え
て
の

繰
り
入
れ
を
し
な
い
。

　

茂
吉
議
員
＝
全
国
で
は
現
に
あ

る
か
ら
指
導
し
て
い
る
。
負
担
軽

減
の
為
に
。

　

村
長
＝
沖
縄
県
で
は
、
一
般
財

源
を
繰
り
入
れ
た
、
国
か
ら
は
指

導
（
注
意
）
が
あ
っ
た
。

　

茂
吉
議
員
＝
昨
年
３
月
、
庁
舎

内
だ
け
で
も
、
モ
ニ
タ
ー
を
、
早

速
設
置
さ
れ
た
事
は
有
難
い
。
次

に
、
村
道
沖
原
線
、
12
月
定
例
会

で
筆
境
を
確
定
出
来
れ
ば
、
22
年

度
実
地
計
画
、
24
年
度
で
調
査
測

量
を
考
え
て
い
る
と
回
答
、
出
来

る
の
か
。

　

建
設
課
長
＝
文
筆
測
量
の
、
調

査
実
施
し
て
い
る
。
22
〜
24
年
度

の
相
良
村
総
合
計
画
の
実
施
計
画

で
、24
年
度
調
査
測
量
を
し
た
い
。

　

茂
吉
議
員
＝
村
道
、三
石
か
ら
、

井
沢
の
丸
昭
車
庫
南
の
空
地
に
早

急
に
盛
土
を
し
て
あ
る
が
、
そ
の

後
の
計
画
は
。

　

建
設
課
長
＝
井
沢
の
区
長
様
か

ら
も
、
申
し
出
が
あ
っ
て
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
が
目
立
つ
、
環
境
が
悪

い
、
排
水
路
清
掃
で
の
廃
土
が
で

る
か
ら
、
こ
れ
を
使
っ
て
は
ど
う

か
、
そ
れ
で
、
一
応
盛
土
で
車
の

進
入
を
防
ぐ
、
今
後
花
等
の
植
栽

等
考
え
た
い
。

　

茂
吉
議
員
＝
柳
瀬
地
区
の
意
向

調
査
か
ら
、２
地
区
を
除
外
し
て
、

国
営
で
進
め
る
利
水
事
業
の
方
針

は
聞
い
た
。
具
体
的
に
説
明
を
。

　

村
長
＝
２
地
区
を
除
外
し
て
、

事
業
計
画
が
成
立
か
、
事
業
効
果

が
出
る
の
か
、
方
針
と
し
て
、
考

え
具
体
的
に
は
６
市
町
村
と
協
議

し
て
進
め
た
い
。

　

茂
吉
議
員
＝
具
体
的
に
説
明
を

と
言
っ
た
が
、
こ
れ
は
回
答
で
は

な
い
。
Ｎ
Ｍ
議
員
か
ら
、「
安
定

し
た
安
い
水
を
早
く
」
相
良
村
で

は
10
ア
ー
ル
当
り
５
，
２
０
０
円

が
４
，
５
０
０
円
で
安
い
の
か
。

県
・
市
町
村
の
支
援
が
無
く
な
れ

ば
３
・
５
倍
に
な
る
事
は
県
も
認

め
て
い
る
。石
破
農
水
大
臣
も（
下

流
域
の
合
意
が
無
け
れ
ば
前
に
は

進
み
ま
せ
ん
。）
と
、
言
明
し
た
。

飛
行
場
用
水
路
・
柳
瀬
西
溝
掛
、

共
に
、
上
流
で
の
取
水
は
認
め
な

い
。
除
外
し
て
す
む
問
題
で
は
な

い
。

　

村
長
＝
相
良
単
独
の
問
題
で
は

な
い
の
で
、
今
は
限
界
が
あ
る
。

　

茂
吉
議
員
＝
下
流
域
の
合
意
が

無
け
れ
ば
出
来
な
い
。
相
良
村
土

地
改
良
区
と
の
交
渉
だ
が
、
相
良

村
土
地
改
良
区
理
事
長
か
ら
、
こ

ん
な
文
章
が
来
て
い
る
は
ず
だ
。

「
今
後
德
田
村
長
と
一
緒
に
皆
様

に
、
事
業
の
押
し
付
け
、
条
件
交

渉
を
勧
め
る
事
は
い
た
し
ま
せ

ん
。」

　

村
長
＝
水
を
待
つ
農
家
の
方

が
、
ま
だ
大
勢
い
る
。
村
長
と
し

て
、
他
の
五
市
町
村
と
力
を
合
わ

せ
国
営
利
水
事
業
を
進
め
る
。

　

茂
吉
議
員
＝
本
当
に
大
勢
、
役

場
前
の
座
り
込
み
、
最
初
か
ら
最

後
ま
で
、十
何
人
か
で
終
わ
っ
た
。

国
営
で
や
り
た
い
、
水
を
押
し
付

け
る
の
で
す
か
、
私
た
ち
は
、
水

の
押
し
付
け
は
許
さ
な
い
。
そ
の

判
断
は
私
た
ち
が
し
ま
す
。
次
に

議
会
・
土
地
改
良
区
と
協
議
し
ま

し
た
か
。

　

村
長
＝
村
議
会
に
は
報
告
で
、

土
地
改
良
区
は
協
議
は
出
来
て
い

な
い
。

　

茂
吉
議
員
＝
川
辺
川
総
合
土
地

改
良
事
業
組
合
、
負
担
金
19
年
度

か
ら
、
21
年
度
分
３
，
９
２
０
万

円
相
良
村
に
と
っ
て
は
大
変
な
金

額
だ
。

　

村
長
＝
法
律
に
則
し
た
適
性
執

行
し
て
い
る
。
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吉
松　

美
代 

議
員　

ダ
ム
問
題
に
つ
い
て

上
四
浦
の
地
域
振
興
は
ダ
ム
関
連

で
は
基
本
的
に
は
出
来
な
い

Ｑ
Ａ

　

吉
松
議
員
＝
ダ
ム
問
題
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。
村
議
会
議
員
は
、

地
元
の
上
四
浦
に
視
察
に
い
き
ま
し

た
。「
今
の
村
長
は
ダ
ム
反
対
し
て

か
ら
い
っ
ち
ょ
ん
説
明
に
も
こ
ん
」

と
厳
し
い
答
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

村
長
＝
ダ
ム
反
対
と
い
う
表
明
を

す
る
ま
で
の
期
間
、
上
四
浦
に
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。そ
の
後
二
・
三

度
行
っ
て
お
り
ま
す
。
上
四
浦
の
地

域
振
興
は
ダ
ム
関
連
で
は
基
本
的
に

は
出
来
な
い
。
急
い
で
も
ど
う
に
も

な
ら
な
い
。

　

吉
松
議
員
＝
利
水
問
題
に
つ
い

て
。
国
営
利
水
事
業
の
推
進
で
し
た

け
れ
ど
も
、
各
集
落
や
、
農
家
の
間

に
、
入
り
こ
ん
で
真
剣
な
話
し
合
い

や
村
長
の
口
か
ら
、
利
水
に
関
す
る

具
体
的
な
説
明
会
を
聞
い
た
事
が
あ

り
ま
せ
ん
。
選
挙
の
た
め
に
公
約
し

た
の
で
す
か
。

　

村
長
＝
こ
の
２
年
間
は
利
水
に

つ
い
て
十
分
勉
強
し
ま
し
た
か
ら
、

ま
ぁ
い
っ
て
み
れ
ば
、
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
は
し
て
お
り
ま
す
。

　

吉
松
議
員
＝
村
長
の
口
か
ら
出
る

言
葉
は
、世
界
の
食
糧
自
給
率
と
か
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
話
ば
か
り
で
す
。

も
っ
と
具
体
的
に
相
良
村
民
に
分
か

り
や
す
く
話
し
て
下
さ
い
。
必
要
性

を
。

　

村
長
＝
農
家
の
た
め
の
事
業
で
は

な
い
で
す
。
非
農
家
の
方
も
含
め
て

の
事
業
で
す
。
農
業
生
産
基
盤
を
整

え
る
と
い
う
の
は
、
農
業
振
興
の
最

た
る
振
興
策
で
は
な
い
で
す
か
。

　

吉
松
議
員
＝
村
長
は
利
水
の
意
向

調
査
の
結
果
を
受
け
て
、
柳
瀬
西
溝

と
飛
行
場
用
水
路
を
国
営
か
ら
除
外

し
た
い
と
議
会
に
説
明
さ
れ
ま
し
た

ね
。

　

村
長
＝
苦
渋
の
判
断
の
中
で
、
２

地
区
を
入
れ
て
の
国
営
事
業
は
、
困

難
で
あ
る
と
い
う
方
針
を
示
し
た
わ

け
で
す
。

　

吉
松
議
員
＝
村
長
の
勝
手
で
２
地

区
を
離
し
て
良
い
も
の
か
と
思
い
ま

し
た
。こ
れ
は
ル
ー
ル
違
反
で
す
よ
。

「
次
に
相
良
の
庁
舎
に
電
気
が
赤
々

と
点
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
残

業
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
確
か
め
た

く
な
り
ま
す
。
村
長
の
部
屋
に
も
電

気
が
点
い
て
お
り
ま
し
た
。
10
時
以

後
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
村
長
自

身
が
残
る
時
に
、
鍵
の
管
理
を
心
配

し
ま
す
が
。
相
良
村
の
鍵
を
お
持
ち

な
ん
で
す
か
ね
。

　

村
長
＝
結
構
遅
く
ま
で
仕
事
を

や
っ
て
お
り
ま
す
。
職
員
よ
り
も
遅

く
帰
り
ま
す
の
で
、
鍵
は
持
っ
て
お

り
ま
す
。

　

吉
松
議
員
＝
重
要
書
類
と
か
、
相

良
村
庁
舎
内
に
は
、
沢
山
大
切
な
書

類
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

　

総
務
課
長
＝
重
要
書
類
に
つ
き
ま

し
て
は
各
課
で
保
管
と
い
う
事
で

や
っ
て
お
り
ま
す
。
戸
籍
と
か
地
籍

は
警
報
装
置
を
壁
に
取
り
付
け
異
常

が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
警
備
会
社

の
ほ
う
に
通
報
が
行
く
と
い
う
対
応

を
し
て
い
ま
す
。
総
務
課
長
も
相
良

村
の
鍵
は
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

吉
松
議
員
＝
職
員
さ
ん
が
残
業
さ

れ
る
時
は
、
ど
の
様
な
鍵
の
扱
い
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

総
務
課
長
＝
残
業
を
し
た
人
に
鍵

を
お
願
い
し
て
、
閉
め
た
時
間
と
氏

名
を
記
入
す
る
よ
う
に
日
誌
の
方
を

準
備
し
て
お
り
ま
す
。

　

吉
松
議
員
＝
重
要
書
類
な
ど
何
か

荒
ら
さ
れ
た
事
が
今
ま
で
あ
り
ま
し

た
か
。

　

総
務
課
長
＝
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

吉
松
議
員
＝
役
場
内
に
は
重
要
書

類
、
個
人
情
報
と
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。
厳
重
に
や
っ
て
下
さ
い
。
少
し

で
も
漏
れ
た
り
、
色
ん
な
事
が
あ
っ

た
な
ら
ば
、
議
会
と
し
て
は
黙
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
教
育
長
の
方
針
を
も
う
一
度

こ
こ
で
述
べ
て
下
さ
い
。

　

教
育
長
＝
村
づ
く
り
の
ひ
と
つ
で

ご
ざ
い
ま
す
教
育
行
政
の
発
展
の
た

め
努
力
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
相

良
の
子
ど
も
達
に
生
き
て
い
く
力
を

つ
け
さ
せ
、
学
力
を
向
上
さ
せ
て
い

く
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

吉
松
議
員
＝
臨
時
採
用
で
複
式
を

行
な
う
と
い
う
事
を
言
わ
れ
ま
し
た

ね
。

　

教
育
長
＝
補
助
的
な
業
務
で
雇
っ

て
お
り
ま
す
。
特
別
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
本
年
度
か
ら
北
小
に
学
級
が

増
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
松
議
員
＝
最
後
に
、
村
長
出
張

の
ヒ
ロ
シ
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
予
算

支
出
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
予

算
化
し
て
い
な
い
予
算
を
支
出
さ
れ

ま
し
た
ね
。

　

会
計
管
理
者
＝
命
令
・
負
担
行

為
に
基
づ
い
て
、
支
出
を
す
る
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

吉
松
議
員
＝
地
方
自
治
法
で

は
、
頭
角
予
算
を
議
会
に
提
出
す

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
法
令
ま
た
は
予
算
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
支
出
の
方
法
と
あ
り
ま
す
。

地
方
自
治
法
支
出
２
３
２
条
の
３

を
読
ん
で
下
さ
い
。

　

会
計
管
理
者
＝
支
出
の
２
３
２

条
の
３
を
読
み
上
げ
ま
す
。
会
計

管
理
者
は
、
当
該
支
出
負
担
行
為

が
法
令
ま
た
は
予
算
に
違
反
し
て

い
な
い
こ
と
及
び
当
該
支
出
負
担

行
為
に
か
か
る
債
務
が
確
定
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
な
け

れ
ば
支
出
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　

吉
松
議
員
＝
今
の
文
章
で
心
に

感
じ
る
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
相
良
村
の
村
税
を
勝

手
に
使
わ
な
い
で
下
さ
い
。
他
に

相
良
の
広
報
誌
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

　

吉
松
議
員
＝
村
長
エ
ッ
セ
ー
で
、

あ
ば
た
も
エ
ク
ボ
と
い
う
広
報
誌

を
見
た
時
は
何
か
ド
キ
ッ
と
す
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、

差
別
す
る
言
葉
と
し
て
、
出
来
る

だ
け
使
わ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
村
長
に
税
金
で
あ
る
相
良

の
広
報
誌
に
記
事
を
掲
載
さ
れ
た

事
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。
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堀
川　

金
泰 

議
員　

　

堀
川
議
員
＝
上
程
じ
ゃ
な
く
て
、

村
長
、
あ
ん
た
は
、
僕
に
言
わ
せ

た
ら
、
近
頃
、
特
に
自
己
チ
ュ
ー

が
多
い
ね
。
や
は
り
議
会
と
い
う

の
も
、
選
良
民
か
ら
選
ば
れ
て
き

て
る
わ
け
だ
か
ら
、
特
に
人
事
案

件
な
ど
に
つ
い
て
は
、
自
分
だ
け

で
考
え
て
、
自
分
だ
け
で
苦
し
む

と
。
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、や
は
り
、

議
員
に
ど
う
い
う
人
た
ち
が
良
い

で
す
か
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を

ね
、
そ
し
た
ら
副
村
長
も
決
め
ら

れ
ん
し
た
い
。
副
村
長
も
決
め
よ

う
と
思
っ
た
ら
、
議
会
の
代
表
は

議
長
だ
か
ら
、
そ
こ
で
話
し
合
い

を
し
て
、
ま
と
め
て
、
通
し
た
ら

ど
う
で
す
か
と
い
う
こ
と
が
出
て

何
故
、
議
会
・
職
員
が
す
る
意
見

に
対
し
て
耳
を
傾
け
な
い
の
か

人
事
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、
村
長
の

専
権
事
項
で
ご
ざ
い
ま
す

Ｑ
Ａ

く
る
わ
け
だ
け
ど
、
何
故
、
議
会

の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
け
れ
ば
、

職
員
に
対
し
て
も
、
職
員
が
す
る

意
見
に
対
し
て
も
耳
を
傾
け
な
い

の
か
。
あ
な
た
は
、
今
、
自
己
中

心
に
陥
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん

で
す
か
。

　

村
長
＝
人
事
案
件
に
つ
き
ま
し

て
で
す
ね
、
こ
れ
は
、
村
長
の
専

権
事
項
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
村

長
が
責
任
を
持
っ
て
人
選
に
あ
た

る
、
交
渉
す
る
と
い
う
の
は
、
私

は
そ
れ
を
ま
ず
放
棄
し
て
は
い
け

な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
。
相
良
村
長
と
し
て
村
政
執

行
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
私
が
や

り
や
す
い
人
選
を
選
ぶ
と
い
う
の

は
、
ど
こ
の
自
治
体
で
も
当
然
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
自
分
が
人

選
を
出
来
な
い
と
き
に
、
分
か
ら

な
い
と
き
に
、
場
面
に
よ
っ
て
、

ご
相
談
す
る
こ
と
は
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
現
に
、
相
談
を
い
た

し
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。
教
育
委

員
の
任
命
同
意
に
つ
い
て
も
、
時

間
が
か
か
る
と
い
う
の
は
、
そ
う

い
う
こ
と
も
あ
り
ゆ
る
わ
け
で

す
。

　

堀
川
議
員
＝
今
度
の
教
育
委
員

の
任
命
に
つ
い
て
、
自
分
ひ
と
り

で
考
え
て
、
自
分
ひ
と
り
で
出

し
て
、
俺
た
ち
に
は
何
も
知
ら
な

い
。
ポ
ッ
と
出
す
。
教
育
委
員
会

だ
け
じ
ゃ
な
い
、
今
後
も
人
事
案

件
あ
る
と
思
う
。
確
か
に
、
専
権

事
項
と
い
う
の
は
、
言
わ
な
く
て

も
分
か
っ
て
る
。
そ
の
前
に
、
議

会
で
あ
る
と
こ
ろ
に
相
談
と
い
う

も
の
が
必
要
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
し

た
ら
、
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
ん
じ
ゃ

な
い
の
。
あ
ん
た
、
自
己
中
心
だ

か
ら
、
そ
れ
は
溺
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
や
は
り
、
専

権
事
項
は
あ
ん
た
に
あ
る
よ
、
最

終
的
に
は
村
長
に
。
だ
け
ど
、
意

見
を
聞
い
て
、
ど
う
い
う
よ
う
な

人
が
良
い
で
す
か
ね
と
、
言
う
の

は
、
聞
く
分
に
つ
い
て
は
問
題
な

い
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
ど
う
で
す

か
。

　

村
長
＝
い
や
、
い
や
で
は
な
い

で
す
。
で
す
か
ら
、
現
実
的
に
、

い
ろ
ん
な
方
に
相
談
し
て
お
り
ま

す
。
議
会
に
、
先
に
相
談
し
て
、

議
会
の
ほ
う
か
ら
、
も
し
、
私
が

考
え
て
い
る
人
と
違
う
名
前
が
挙

が
っ
て
き
た
場
合
、
色
ん
な
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
議
会
の
ほ
う

か
ら
、
こ
の
人
が
良
い
ぞ
と
い
う

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
確
か
に
、
任
命
同
意
を
も
と

め
る
な
ら
ば
、
満
場
一
致
に
な
り

ま
す
で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ
の
方

と
私
が
、
上
手
く
い
か
な
か
っ
た

ら
、
ど
う
す
る
ん
で
す
か
。
教
育

委
員
の
任
命
同
意
、
あ
る
い
は
副

村
長
、
私
が
上
手
く
い
か
な
い
と

い
け
な
い
ん
で
す
。
私
が
上
手
く

い
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
相
良
村
民

の
た
め
に
仕
事
出
来
な
い
で
す
も

ん
。
相
談
し
ま
す
け
ど
も
、先
に
、

こ
の
人
が
良
い
ぞ
と
い
う
こ
と
を

相
談
す
る
前
に
、
言
っ
て
も
ら
う

よ
う
な
こ
と
は
、
厳
に
慎
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
と
い
う
ふ
う
に
思
っ

て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。
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　3月定例議会では、10 名の議員が質問されました。今回は、3名の議員は記事提出を辞

退されました。よって、7名の議員の一般質問の各質問内容・その答弁を記載致しました。

（3名の辞退届は、下記の通り届出順に登載しました）
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相良村議会６月定例会のお知らせ

　

今
回
で
議
会
だ
よ
り
第
４
号
の
発
行

と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
国
に
お
い
て
は
ダ
ム
に
よ
ら

な
い
治
水
を
検
討
中
で
す
。
相
良
村
で

も
こ
の
よ
う
な
事
で
村
振
興
対
策
、
川

辺
川
利
水
事
業
等
、
村
民
の
皆
様
に
関

係
す
る
諸
問
題
が
あ
り
、
早
急
に
対
処

し
、
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
活
動
の
一
環
と
し
て
、
村
内
の

現
地
視
察
を
行
い
、
直
接
見
て
村
民
の

方
々
の
声
を
聞
く
こ
と
で
分
か
る
こ
と

が
多
々
あ
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
議
員
は
、
村
民
の
皆
様
の

た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
様
、

今
後
も
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
多
く

の
情
報
を
よ
り
正
確
に
提
供
し
、「
明
る

い
相
良
村
づ
く
り
」
に
努
力
し
て
参
り

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
こ
の
議

会
だ
よ
り
を
は
じ
め
議
員
活
動
等
に
関

心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

今
後
共
、
村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
中
村
重
道
）

　
【
議
会
広
報
発
行
特
別
委
員
会
】

委
員
長　

吉
松　

美
代　

副
委
員
長　

茂
吉　

隆
典　

委　
　

員　

中
村　

重
道　

横
山　

良
継　

小
善　

満
子　

相良村議会６月定例会のお知らせ
　６月定例会が６月１５日（火）から３
日間の予定で開会します。皆様の傍聴を
お待ちしております。
　なお、詳しい日程等については、議会
事務局までお尋ね下さい。
　また、相良村議会では、３月よりイン

ターネット上や村民ホールのテレビにて
議会中継を始めました。皆様にお知らせ
してから稼動まで短い期間ではありまし
たが、村内外を問わず、全体で約６００
件のアクセス数がありました。多くの方
のご利用に感謝申し上げます。

相良村ホームページ http://www.vill.sagara.lg.jp/index.php からお入り下さい。

　相良村ホーム＞相良村議会＞相良村議会　議会中継システム

（３月定例会での様子）

＊お問い合わせ先　相良村議会事務局（直通３５−１０３８）


